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研究成果の概要（和文）：本科研では、教科書を中心とした学習材に掲載されている絵や写真、図、表と文章と
の関係から意味を検討するバイモーダル・テクストの学習を、国語科を核としながら、算数・数学科、理科、社
会科においても焦点を当て、指導を行っていくための教師用ガイドブックの開発を行った。国語科の教科書にお
いては、他教科でも共通して用いられている写真や図、表と文章との組み合わせの他に、物語教材における挿絵
と文章との関係が多くの位置を占めており、それらを含めた学習に必要な枠組みとして、以下の３種類の増強の
し合い方を整理することができた。拡充(extension)、敷衍(elaboration)、拡張(enhancement)。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to develop a guidebook for teachers that will 
help them to teach multimodal texts. In Japan, school textbooks approved by the Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) have greatly changed in terms of visual 
materials since 1989.This project attempts to present learnable frameworks of multimodal texts as 
cross-subjects with Japanese language education as the central figure, utilizing Systemic Functional
 Linguistics (SFL). Specifically, this project examined multimodal texts, focusing on intermodality 
between images and words (Painter et al., 2011; Chan, 2011) and Appraisal framework(Martin & Rose, 
2006). The results show that three kinds of synergistic and complementary effects between images and
 words (extension,elaboration,enhancement) were identified from these SF theoretical frameworks.

研究分野：教科教育学（国語科教育）

キーワード： バイモーダル・テクスト　教科横断的　拡充(extension)　敷衍(elaboration)　拡張(enhancement)　教
科書

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本科研では、教科書を中心とした学習材に掲載されている絵や写真、図、表と文章との関係から意味を検討する
バイモーダル・テクストの学習を、国語科を核としながら、算数（数学）科、理科、社会科においても焦点を当
て、指導を行っていくための教師用ガイドブックの開発を行った。研究の学術的・社会的意義は、PISA(2000)以
降国語科を中心に課題とされてきた、連続型テクストと非連続型テクストとの関係から意味構築や検討を行う学
習のための枠組みを、開発・整備し、教科横断的に活用できるようにしたことである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 学習者を取り巻くテクスト環境が変化し、文章のみで書かれたテクストを越え、絵や写真、
図表といった視覚的テクスト、さらにはそれらと文章との組み合わせから意味を構築したり、
検討したりするバイモーダル・テクストの学習が、益々必要となってきている。こういった背
景を受けて、オーストラリアの言語教育研究者アンズワースら(Unsworth & Cleirigh,2010）
は、「紙媒体においても電子媒体においても、複モード（multimodal）化の傾向を無視するこ
とはできず、この点を考慮した学習内容・学習方法の再構築を検討する必要がある」と述べて
いる。モードとは、この場合歴史的な流れの中で、社会・文化的に形成されてきた「物質の潜
在的可能性から選択された記号資源(semiotic resources)」(Kress,2009a)のことである。そして
テクストの複モード化とは、これまで言語、特に文字を中心として生成され意味構築されてき
たテクストが、映像や音声、またそれらの配置関係等といった他の記号資源を複合的に組み合
わせて生成され、意味構築されてきている状態を指す。 
 こういった中、学校教育においても、特に教科書におけるバイモーダル化が進んでいる。し
かし、多くの教師は、こういったバイモーダルなテクストから、意味を構築・読解したり、検
討したりする方法を学んできているわけではない。そこで、益々複モード化してきている教科
書や学習材をより有効に活用し、テクスト環境の変化に対応できるよう、バイモーダル・テク
ストの学習を、国語科を核としながら多教科横断的に行うための、教師用ガイドブックの開発
を着想した。 
 
２．研究の目的 
 上述の背景を受け、本研究では、文章と絵や写真、図表等が組み合わされたバイモーダル・
テクストの学習を、国語科を核としながら多教科横断的に行うための、教師用ガイドブックの
開発を研究目的として定めた。また、このような学習は単発的に行うのではなく、継続的・系
統的に行っていく必要があるため、ガイドブックの対象期間を、小学校から中学校に及ぶ義務
教育期間と定めた。 
 
３．研究の方法 
 上述の目的を達成するため、次のニ段階で研究を行った。(1) 国語科、算数（数学）科、理
科、社会科の小学校から中学校に及ぶ義務教育期間で使用されている教科書の分析。この分析
では、各科・各学年の教科書に掲載されている絵や写真、図表と、その周辺の文章との組み合
わせを採取し、分類を行った。(2)選択体系機能理論を基盤とした SF-MDA の枠組みを援用して、
(1)で分類・整理した組み合わせに対応できるような、バイモーダル・テクストの学習に必要な
枠組みを整備した。 
具体的な検討に際しては、Painter et al.(2013)で述べられている intermodality の概念を
基盤として用いた。この枠組みは、次の三つの観点から、絵図や写真等の部分と、文章の部分
との関係における意味を構築・検討していく方法である。その三つとは、①絵図や写真等の中
で、どのような事象が起きているかといった観念構成的意味。②それらの事象と、読み手との
関係から意味を構築する対人的意味。③それら①②がテクスト内でどのような配置によって具
現されているかというテクスト形成的意味の三つである。これらは、相互に複層的に関連して
いる。また、特に対人的意味構築に関しては、Martin & White(2005:38)の枠組みを用いて検討
した。 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 
    図 1: 対人的意味におけるアプレイザル・システム(Martin & White, 2005:38) 
また、文章の部分と絵図等の部分からの意味構築である相補関係・相乗関係については、
Chan(2011) で整理されている４種類の関係 (ELABORATION, EXTENSION, ENHANCEMENT, 
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PROJECTION)を使用して検討を行った。 
 
４．研究成果 
 本科研では、教科書を中心とした学習材に掲載されている絵や写真、図、表と文章との関係
から意味を検討するバイモーダル・テクストの学習を、国語科を核としながら、算数（数学）
科、理科、社会科においても焦点を当て、指導を行っていくための教師用ガイドブックの開発
を行った。そこで、本報告書では、その研究過程で検討・整理したバイモーダル・テクストの
学習内容や学習材の特徴を、以下の 2項目に分けて報告する。4-１．各科教科書におけるバイ
モーダル・テクストの傾向性と必要な学習内容、4-2．各教科毎の特徴を踏まえた教科横断的な
学習内容のまとめ。なお、調査・検討の範囲は、義務教育期間である小学校・中学校とした。 
4-1．各科教科書における絵や写真、図、表の傾向性と特徴 
4-1-1. 国語科 
 国語科の教科書においては、他教科でも共通して用いられている写真や図、表と文章との組
み合わせの他に、物語教材における挿絵と文章との関係が、多くの位置を占めている。挿絵の
多くは、周知のように、文章部分で書かれている場面やその場面で起きている事象を、重ねて
補足する機能をもった絵が多い。しかし、二コラエヴァ&スコット(2011)においても指摘されて
いるように、物語教材のような文学的文章の中でも、特に絵本においては、絵の部分と文章の
部分との関係が対等に構成・表現されていることが多いため、本研究のようなバイモーダル・
テクストの学習では、重要な価値を持つと考えられる。そこで、国語科におけるバイモーダル・
テクストの特徴としては、原典が絵本であった物語教材、あるいは絵本に準ずる「絵童話」と
して刊行されていたものに焦点を当てて検討した。 
さらに、整理した教材における絵と文章との関係を、体系機能理論における＜論理－意味的
関係(logico-semantic relations)＞の枠組みを援用して整理を試みた。その結果、概ね以下の
ような３種類の相互関係における増強 (expansion)のし合いとして整理することができた。 

(2) 拡充(extension) 
(1)増強 (expansion) (3) 敷衍(elaboration) 

(4) 拡張(enhancement) 
(2)拡充(extension)の関係とは、物語を先に進めるために文章か絵のどちらかが、情報を付
加したり、異なる情報を組み合わせたりするような意味の拡げ方である。それに対し、(3) 敷
衍(elaboration)の関係とは、既に言葉の部分において表現されていることに、その空間や登場
人物の外見・服装といった詳細情報を絵の部分が加える形で、意味を敷衍する組み合わせ方で
ある。また、(4) 拡張(enhancement) の関係とは、その頁の中で起きていることを、起きてい
る時代や季節、時間帯、またそれはどのように起きているのかを、詳しく限定していく形の意
味の拡げ方や深め方である。 
さらに、(2)拡充(extension)については、Bateman(2014:88-90)が、次の 3種類の下位整理を
行っているので、それを援用した。 
 (2)拡充(extension)      a. 主に文章が、新しいエピソード等を付加する形の拡充。 
               b. 絵か文章のどちらかが、別の考えを提示する形の拡充。 
                     c. 文章部分が、話者のコメント等を付加する形の拡充。 
実際には、絵本のような絵と文章が互いに対等な関係であるテクスト内では、上記の枠組み
を複数組み合わせて表現されている場合が多く、学習者が上記の枠組みを使って検討を行う場
合にも、複数の枠組みを合わせて用いる場合が多いと考えられる。 
検討の結果としては、例えば教科書教材において検討した「モチモチの木」(3 年)を１例と
すると、以下のような知見を得ることができた。この例示する教材中の絵からも、先に述べた
ように、三つのメタ機能から意味を構築していくことができる。観念構成的には、「老人が腹を
押さえて倒れている」や、「老人の直ぐ傍に男の子が両手を拡げて老人を見ている」のような意
味を構築できる。また対人的には、老人の顔の表情から「苦しそう」であるという意味や、子
どもが目を見開き口を開けて、老人を見つめる表情からは、驚きと怖さといった意味を構築す
ることができる。そして、これら絵から構築できる意味は、言葉で書かれていることが絵で具
体的に例示されている関係になるので、敷衍(elaboration)という関係で関連づけることができ
る。しかし、この絵からテクスト構成的に意味を構築してみようとすると、低学年の例えば「が
ま君とかえる君」(1 年)の絵のような、現実世界に近い自然な背景の中に登場人物が描かれて
いないことに気づく。勿論この絵が切り絵という手法によって構成されているためということ
もあるが、絵の中の人物は 3対 1に近い比率で暗闇の中に小さく表現されている。この暗闇が
一番大きな比率を持った拡がりで描かれ、豆太は祖父の後ろに一番小さく描かれた絵を見た読
者は、大きな暗闇の中に小さく描かれた豆太が、一人ぼっちでこの状況を打開していかなけれ
ばならない「不安感」という意味も強く構築しやすくなる。つまり、文章部分から読み取った
「豆太の怖さや驚き」の質に、絵の部分から構築できる意味を相補的に関連づけて読んでいく
ことによって、この場面の豆太の「怖さや驚き」の質は、「心細さ」や「不安感」を伴ったもの
であるという、より詳細な意味を構築していくことができることがわかる。 
このように、国語科の教科書における物語教材を中心に、絵と文章との関係を整理・検討し 
てみると、これら二者間の関係は、単なる重複や補足といった関係ではなく、具体化してイメ
ージを深めるはたらきや、読み手の感覚を強めるはたらきがあることがわかった。また、テク



スト中の登場人物や対象だけでなく、それらと背景との関係からも意味を検討できることや、
それらと文章との関係からも意味の検討ができることがわかった。            
4-1-2. 算数（数学）科・理科・社会科 
 算数・数学教育における絵や図表には、二つのはたらきがあると思われる。一つ目は、挿絵
のように、問題の理解を補足的に助ける役割である。問題文だけでは、その意味が分かりにく
い時が、これにあたる。二つ目は問題そのものの一部としてのはたらきである。すなわち、絵
や図表は問題の一部分であり、その絵や図表の解釈ができなければ問題解決することができな
い場合である。これらは、PISA の非連続型テキスト（国立教育政策研究所，2007）に該当する。
本研究では、教科書におけるこの非連続型テキストに該当する図（下記, 図 1）を中心に、児
童・ 生徒がどういった解釈を行うのかについて調査し分析した。分析した結果、以下の 3 点
が明らかになった。 ① 図の解釈には多様性が見られ、その背景にその子なりの価値観が関わ
っている。 ② その図の解釈に応じて数学的モデルが構成される。 ③ 学年が進行する（4 年
生，6年生，中学 3 年生）につれて、図の解釈には多様性が見られ、その結果、多様な数学的
モデルが構成される。  
理科では、図や写真、表は、主に生物の成長や形態、実験等の手順に多く用いられていた。
国語科との比較で述べれば、理科における図や写真のはたらきは、大きく二つに代表される。
一つは、生物等の対象の構造を示す機能である。特に生物の体や組織を、全体―部分関係で示
す図が多様されていた。また、もう一つは、生物の成長上の変化を、時間軸に沿って示したり、
実験の手順を時間順に示したりする時間軸に沿った図の配置である。これは、国語科の物語教
材における絵や図とは、構造的に異なる機能をもった絵図の使用となる。 
また、社会科では、歴史上の人物や、時代毎に使用されていた器具や武器等の図が多く使用
されており、これらは、言葉だけからではわかりにくい、時代や文化を越えた事象のイメージ
化についての補助的役割をはやしていると考えられる。また同時に、これら図示されたり特に
写真で提示されたりしている物や事象は、実際にその時代に実在していたという証拠提示的な
役割も果たしていることが、文章部分との関係から検討できる。さらに、社会科では、年表や
組織図の使用が多く、他教科との比較において、この点が特徴的である。これらは説明の構造
を有しているが、文章部分に記述された内容を、異なる情報構造に変換して提示することによ
って、理解のしやすさを増強していると考えられる。 
4-2．教科横断的な学習内容のまとめ 
 上記の検討から、教科横断的に以下のような構造的な意味構築の学習が必要であることがわ
かった。それは、次のような表で示すことができる。表の左端の欄から、右に向かって説明す
る。 
表 1. 図像と文章との関係を検討・学習する枠組み 
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一致度 図像と文の関係 統合・構築できる意味 貢献している記号の要素 



 
 
 
 表中の各欄は、テクスト中に言葉で書かれた物や、動詞群で表される行動や変化、さらには
背景等に対応する箇所が、教科書の図像テクスト中にあるか無いかを分類するための欄である。
検討したい表現が、文中にも書かれていて、図像中にも描かれていたり写っていたりする場合
には、上部の「一致性」の項目を選んで、その先の分析を行う。これに対して、文中には書か
れているが、図像中には描かれたり写されたりしていない場合や、その逆の場合には、下部の
「相補性」の枠組みを使う。 
 次に「一致性」については、検討したい表現が、文中にも書かれていて、図像中にも描かれ
ていたり写っていたりする場合には、その双方の図像と言葉の表現の関係を、「繰り返し関係」
なのか、「同義関係」なのか、「反意関係」なのかと、欄に書かれた分類項目を見ながら検討す
る。そしてその関係が判別できたら、それらの図像と言葉との「重複・組み合わせによって、
どのような意味やニュアンスが拡充されたか」を、バイモーダル・テクスト全体における作用
として検討する。その後、右端の欄にあるように、左の検討で「拡充した意味において、貢献
している記号資源・記号要素」を、具体的に検討する。このように、表で提示した枠組みを教
師が学習者に活用・指導していくことで、学習者が無自覚に処理してきたバイモーダルなテク
ストを、便宜上モードに分けて考えてみたり、形態素や形成素に着目してみたりしながら、意
識的に分析することができるようになる。教師用ガイドブックの開発においては、上述のこの
枠組みを中軸に、説明を展開した。 
 
註 
（１）本論文は，Shimada.I. & Baba.T. (2018 ) の論文を基にまとめたものである。 
（２）この的当て問題は，東京都の私立小学校 4年生 (38 人) に 2013 年 3月 12 日に解いても
らい，更に同小学校 6年生 (38 人) に 2016 年 3月 10 日に解いてもらい，兵庫県の公立中学
校3年生 (66名) に 2017年 6月 8日に解いてもらったものを集計し，分析したものである。 
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